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Low expression of S100P is associated with poor prognosis 
 in patients with clear cell adenocarcinoma of the ovary 
（卵巣明細胞腺癌において S100P発現低下は予後不良の指標となる） 
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 グループ間の統計学的な解析はχ2 testおよびFisher’s exact testで行った．生存分析には
Kaplan-Mayer法を用い，得られた生存曲線をLog-rank testで検定した．P<0.05を統計学的に有意
差ありと判断した．統計学的な解析にはPrism 5.0 (GraphPad Software, USA)を使用した． 
 
結   果 




性群と陰性群の 2 群に分けた生存解析で，S100P 核発現陰性群が陽性群と比較し有意に予後不良
であった（p=0.001）．S100P 細胞質発現陽性群と陰性群の 2 群に分けた生存解析では，統計学的
な有意差は認められなかった（p=0.135）．原病死が確認された 8 人の治療はいずれも標準的な根
治手術が施行されており，うち 7 人は標準的術後療法である白金系抗癌剤を投与された後に再発
が認められていた．また 8人のうち 6人が S100P核発現陰性であった． 
 
考   察 
 卵巣明細胞腺癌ではS100P核低発現の症例で予後不良であることがわかった．卵巣癌培養細胞株
での検討ではS100P発現の増加はPaclitaxelおよびCarboplatinに対する感受性の増加と正の相関
をすると報告されており，この結果はS100Pが低発現となった症例に化学療法後の再発が多く，予
後不良であったという本研究結果を支持するものであった．膀胱癌を対象とした報告も同様で，
白金系抗癌剤に対する感受性とS100P発現は正の相関を示しており，S100Pの機能のひとつとして
抗癌剤感受性との関係が示唆された． 
